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平 成 年
月 日

（金曜日）

４
の

」
を
「

条
９

第
」
に
、
「

条

都

」
に
、
「

示
指

」
を
「

せ
さ
を
告

報
る

令
命

」
を
「

業
の

そ
、

山
口
県
告
示
第
二
百
五
号

不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示

告
示
（
平
成
十
二
年
山
口
県
告

平
成
二
十
七
年
六
月
十
二

「
第
九
条
の
四
第
二
項
」
を

様
式
の
表
中
「

第
４

の
条
９
第 査
検
の
件

物
の

の
守
遵

の
定

購
用
信

別
個

の
も
る

係
に
況
状

項
各

前
７

）
略
省
項

６
第

示
提

入
立
り

よ
に

定
規
の

。
い
な

ら
な
ば
れ
け
な
し

略
省
項
９
第
び
及
項

８
第

）

第
）
査
検
入

立
こ
、

は
臣

大
業
産
済
経

条
入

購
用
信
括
包
、
者

業
売

つ
あ

の
３
の

条
入
ち

立
に

け
受
を

可
許
の

そ
類
書

、
簿

帳
、
り

で
ま
項
４
第
ら
か
項

２
第

は
臣
大
業
産
済

経
５

略
省

、
て
い
お

に
度

法
の
こ

、
、
に
員

職
の
そ

平
成
二
十
七
年
六
月
十
二

「
第
四
十
一
条
第
二
項
」
を

様
式
の
表
中
「第

項
１

第
条

考
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に

条
９

第
、

は
事

知
県

府
道

２
の

」
に
、
「

求
請

」
を
「

告
勧

」
に

し
関

に
産

財
は

く
し

若
務

告
報

て
防
止
法
第
九
条
の
四
第
二
項
の
身

示
第
二
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を

日

山
口

「
第
九
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

項
１

」
を
「

項
１
第

条
９

第

」

第
の
者
業

ん
せ
つ
あ
入

を
）
。
る
限
に

の
３
の
条

査
検

き
で
が
と
こ
る
せ
さ

身
の

そ
、

は
員

職
る

す
を

の

粋
抜

法
売

販
賦

割

を
分

限
な
要

必
に

行
施

の
律

法
別
個

、
者
業
ん
せ

お
に
度

、
者
た

せ
つ
あ
入
購
用
信

定
認
は

又
関

機
託

受
定

指
を
査
検
の

件
物
の
他
の

割

行
施
の

律 ）
と

こ
る

せ
さ

る
あ
が
要

必
に

特
め

た
の

又
所
業
営
の

者
係
関
接
密

所
務
事
は

日

山
口

「
第
四
十
一
条
第
七
項
」
に
改
め

」
を
「第

５
第

は
又
項

１
第

条

改
め
る
。

）
裏

一

」
を
「

６
第

、
は

臣
大

理
総

閣
内

、
「

に
示
表

は
く

し
若

類
品

景

は
く

し
若

、
せ

さ
を

す
関

そ
類

書
簿

帳

分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
に
関
す

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

県
知
事

村

岡

嗣

政

に
改
め
、
同
様
式
の
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中
「

条
９

第

第
び
及
５る

規
の
文
本
７
の
３

の
条

し
帯

携
を
書
明
証
す
示

。

の
そ
、
て
い

に
人
係

関
、

ん
販
賦
割
可
許
、
に

員
職

機
報
情
用

信
定
指
、
者
業

営
の
会
協
売
販
賦

第
、
関

き
で
が

所
務
事
は
又
所
業、

は
き
と
る
め
認
と

。
る入
ち
立
に

限
な
要
必
の
そ

他
の

そ
類

書
、

簿
帳

、
り

県
知
事

村

岡

嗣

政

る
。

項

」
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様
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の
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第
立

り
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に
定
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れ
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な

る
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を
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検
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い
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ら
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）
略
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項

８
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県
告
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百
七
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）
査

検
入
立
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及

告
報

法
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こ

、
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臣
大

務
主

条
業
売

販
り

よ
に

ろ
こ

を
律

業
売
販

引
供

提
務

役
、

者
入
購

は
く

し
若

者
う

行
を

、
簿

帳
は

く
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若
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業
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に
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証
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分
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あ
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た
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す
行
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統
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業
事
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め

認
と
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連
般
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、
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誘

勧
、
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括
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業

て
い

お
に
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の
こ

下
以

を
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提

の
件

物
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売
販

書
、
簿

の
そ
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、
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命

査
検
を

件
物
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他

の
そ

類
要
必

に
特

め
た

る
す

せ
さ

そ
者

う
る
め

認
と

る
あ
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密
と
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者

業
売

販
の

他
の

て
い

な
接
。
う

い
と

」
者

係
関

接
密

そ
舗
店

の
者

係
関
接

に
）

る
き
で

に
所
業

事
の

他
の

。

山
口
県
知

十
六
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

「第
項

２
第

は
又

項
１

第
条

）
」
に
改
め
、
同
様
式
の
裏
の

）
裏

律
法
る

す
関

に
引

取
商
定

粋
抜

、
「

問
質

は
又

」
を
削
る
。

十
六
条
第
三
項
の
身
分
を
示
す
証

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 第

は
又
）
。
む
含

を
合
場

提
に
人
係
関
、

し
帯

携
５

定
で
令
政
、

は
き
と

し
示

業
、
者
業

売
販

鎖
と
る
め

い
と
」

等
者
業

誘
供
提
務

売
販

に
員

職
対
に
）
。
う

が
と
こ
る

舗
店
の
等
者
業令
政
、

は
き

と
。
る
き
です
有

を
係
関

と
る
め
定
で

告
報
し

対
政
て
し
と
者
る

入
ち

立
の
料
資
は
く
し
若

そ
類
書

、
簿
帳
、
り

事

村

岡

嗣

政第
条
同

を
定

規
の

ら
れ
こ

６

備
考
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う

明
書
の
様
式
に
関
す
る
告
示

に
改
正
す
る
。

備
考

「
二
七

ヌ
」
と
は
、
水

第
二
十
七
号
の
無
機
化
学
工

（

分
）

二
七

ヌ

一
一
〇

六
〇

四
〇

住

所

堺
市

二

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称

名

称

関
西
触
媒
化

所
在
地

熊
毛
郡
田
布

三

特
定
施
設
に
関
す
る
事
項

種
類
、
構
造
及
び
使
用

種

類

構

能

力

当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る

評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し

間
、
山
口
県
環
境
生
活
部
環
境

平
成
二
十
七
年
六
月
十
二

一

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称

氏
名
又
は
名
称

関
西

質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六

業
製
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
廃
ガ
ス

年
月
日

年
月
日

年
月

平
成
二
七
、

七
、
三
平
成
二
七
、

七
、
三
平
成
二
七
七
、

堺
区
柏
木
町
一
丁
三
番
一
三
号

及
び
所
在
地

学
株
式
会
社
山
口
工
場

施
町
大
字
麻
郷
三
四
四
〇
番
地

時
間
間
隔
等

造

工
事
着
手

予

定

工
事
完
成

予

定

使
用
開

予

こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

た
書
面
は
、
平
成
二
十
七
年
六
月

政
策
課
及
び
田
布
施
町
役
場
に
お

日

山
口

及
び
住
所

触
媒
化
学
株
式
会
社

年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一

洗
浄
施
設
を
い
う
。

日

間

隔
時

間
動
の
概
要

、三
連

続
九
時
間
変
動
な
し

二
四
時
間
変
動
あ
り

使

用

の

方

法

始定

使
用
時
間
一
日
当
た

り
の
使
用
季
節
的
変

い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事

十
二
日
か
ら
同
年
七
月
二
日
ま
で

い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

県
知
事

村

岡

嗣

政

二

前の
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種

処
理
後

類

項

目

水通

次
排
水
処
理
施
設

処
理
前

処
理
後

次
排
水
処
理
施
設

処
理
前

種

類

構

次
排
水
処
理
施
設

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

製

次
排
水
処
理
施
設

処
理
施
設
に
よ
る
処
理
前
及
び

六
・
〇
九

八
・
八
二

六
・
七
九

考

の
表
の
備
考
は
、
こ
の
表
に
つ

汚
水
等
の
処
理
施
設
に
関
す
る
事

種
類
、
構
造
及
び
使
用
時
間
間

排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
汚
染
状

類

水

素

イ

オ

ン
（
水
素

通

常

最

二
七

ヌ

九
・
七
七

汚

水

等

素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
）

化
学
的
酸
素
要
（

常

最

大

通

常

最

九
・
五

七
一
四

八
・
一

一

七

七

八
・
五

六

造

能

力

（

日
）

ー
ト

二
八
一

三
二
〇

処
理
後
の
汚
水
等
の
汚
染
状
態

八
一
〇
、
五
〇
〇
一
五
、
〇
〇

八
一
一

七
六
〇

一
、
二
〇

六八
一
〇
、
〇
〇
〇
一
五
、
〇
〇

い
て
準
用
す
る
。

項隔
等

態
の
値
及
び
汚
水
等
の
量

汚

水

等

濃

度
指
数
）

化
学
的
酸
素
要
求
量

（

大

通

常

最

八
一
一

六
六

一
〇

六

一
〇

の

汚

染

求
量）

浮

遊

物

質

量

（

）
（

大

通

常

最

大

最

四
・
五

二
〇

六
〇

九

六
・
四

四
〇

処
理
の
方
式

使

用

時

間

間

隔

中
和
・
凝
集
沈
殿

連

続

ろ
過
・
吸
着

の
値
並
び
に
汚
水
等
の
量

〇〇〇 の

汚

染

）

浮

遊

物

質

量

（

）

大

通

常

最

大

〇

検
出
せ
ず

五

状

態

の

鉱
油
類

）

窒

素

（

）

大

通

常

最

大

〇
・
三

二

二

一
日
当
た
り

の
使
用
時
間

季
節
的
変
動

概

八

時

間

変

動

な

二

四

時

間

一
四
〇

二
〇
〇

九
二

一
五
〇

一
四
〇

二
〇
〇

状

態

の

窒

素

（

）

通

常

最

大

通

六
一

一
〇
〇

検
出

汚
水
等
の

値

燐（

）

通

常

最

大

通

〇
・
〇
七

〇
・
〇
七

の要

工
事
着
手
予
定

年

月

日

工
事
完

年

月

し

（
既

値

汚
水
等

燐
（

）

常

最

大

通

せ
ず

〇
・
〇
五

三

一
日
当
た
り
の
量
（

）

常

最

大

一
一
六

一
三
七

成
予
定日

使
用
開
始
予
定

年

月

日

設
）

〇
・
一
八

〇
・
〇
九

〇
・
一

〇
・
二
三

〇
・
三

の
一
日
当
た
り
の
量
（

）

常

最

大

〇
・
〇
八

〇
・
二



平成 年 月 日 金曜日

（
一次

一

山 口

一二三

（定期）県 報

山
土

害
物

れ
ば

定
さ

第 号

五排１

総
務
部
税
務
課

山
口
市
滝
町
一

公

七
六
）
契
約
の
締
結

の
と
お
り
随
意
契
約
の
方
法
に
よ

平
成
二
十
七
年
六
月
十
二
日

事
務
を
担
当
す
る
課
の
名
称
及
び

解
除
に
係
る
形
質
変
更
時
要
届
出

山
口
市
大
内
御
堀
字
中
原
一
二
三

特
定
有
害
物
質
の
種
類

鉛
及
び
そ
の
化
合
物

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措

土
壌
汚
染
の
除
去

口
県
告
示
第
二
百
八
号

壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法

質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、

な
ら
な
い
区
域
の
指
定
に
関
す
る

れ
た
区
域
の
全
部
に
つ
い
て
の
指

平
成
二
十
七
年
六
月
十
二
日

排
出
水
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
排

水

口

排

水
素
イ
オ
（
水

通

常

排

水

口

七

番
一
号

告

り
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

山
口
県
知

所
在
地

区
域

五
の
一
の
一
部

置 律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第

土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う

告
示
（
平
成
二
十
六
年
山
口
県

定
を
次
の
と
お
り
解
除
す
る
。

山
口
県
知

出
水
の
量

出

水

の

ン
濃
度

素
指
数
）

化
学
的
酸
素
要
求
量

（

）

最

大

通

常

最

大

七

八
・
五

六

事

村

岡

嗣

政

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有

と
す
る
と
き
の
届
出
を
し
な
け

告
示
第
七
十
七
号
）
に
よ
り
指

事

村

岡

嗣

政

汚

染

浮

遊

物

質

量

（

）

鉱
油

（

通

常

最

大

最

九

六
・
四

一
〇

〇

名
称

（
一
七
七
）
国
土
調
査
の
成
果

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六

の
成
果
を
次
の
と
お
り
認
証
し

平
成
二
十
七
年
六
月
十
二

一

国
土
調
査
を
行
っ
た
者
の

国
土
調
査
を

行
っ
た
者
の

国
土
調
査
を

六
千
六
百
九
十
六
万
円

七

随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
と

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等

第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
条

八

契
約
担
当
者

山
口
県
知
事

村
岡

嗣

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し

随
意
契
約

四

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十

五

契
約
の
相
手
方
の
名
称
及

株
式
会
社
日
立
シ
ス
テ
ム

六

契
約
金
額

状

態

の

類
）

窒

素

（

）

大

通

常

最

大

通

・
三

二

二

二

契
約
に
係
る
特
定
役
務
の

の
認
証

年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条

ま
し
た
。

日

山
口

名
称
等

行
っ
た
期
間

成
果
の
名

し
た
理
由

又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特

第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め

政 の
導
入
に
伴
う
税
務
シ
ス
テ
ム
改

た
手
続

た
日

五
日

び
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

ズ

東
京
都
品
川
区
大
崎
一
丁
目

排
出
水
の

値

燐（

）

常

最

大

通

〇
・
〇
七

〇
・
〇
七

名
称
及
び
数
量

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
調

県
知
事

村

岡

嗣

政

称

国
土
調
査
を
行
っ
た
地
域

例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政

修
業
務

一
式

二
番
一
号

一
日
当
た
り
の
量
（

）

常

最

大

一
四
〇

一
八
〇

四

査 令

公

告



平成

四

年 月 日 金曜日

二
株

三
名株

山 口 県

と
お当

か
ら

課
に

一

（定期）報

美二（
一大

第 号

山

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る

平
成
二
十
八
年
一
月
十
九
日

名

称

（
仮
称
）
ド
ラ
ッ
グ

所
在
地

岩
国
市
室
の
木
町
一

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者

名

称

住

式
会
社
コ
ス
モ
ス
薬
品

福
岡

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売

氏

名

又

は

名

称

住

式
会
社
コ
ス
モ
ス
薬
品

福
岡

り
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
の
届

該
届
出
及
び
経
済
産
業
省
令
で
定

同
年
十
月
十
三
日
ま
で
の
間
、
山

お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
ま
す

平
成
二
十
七
年
六
月
十
二
日

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所

祢

市

平
成
二
十
四
年
五
月
十
日

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十

認
証
年
月
日

平
成
二
十
七
年
六
月
十
二
日

七
八
）
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十

口

市

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十

平
成
二
十
六
年
九
月
九
日

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十

平
成
二
十
六
年
八
月
十
二

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十

平
成
二
十
六
年
八
月
十
四

日 コ
ス
モ
ス
室
の
木
店

丁
目
五
〇
七
の
一

の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表

所

市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
一

業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称

所

市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
一

出
が
あ
り
ま
し
た
。

め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
は

口
県
商
工
労
働
部
商
政
課
及
び

。

山
口
県
知

在
地

か
ら

二
日
ま
で

美
祢
市
地
籍
図

美
祢
市
地
籍
簿

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
五
条

三
日
か
ら

ま
で

山
口
市
地
籍
図

山
口
市
地
籍
簿

三
日
か
ら

日
ま
で

三
日
か
ら

七
日
ま
で

三
日
か
ら

日
ま
で

者
の
氏
名

代
表
者
の
氏
名

〇
番
一
号

宇
野

正
晃

及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏

代
表
者
の
氏
名

〇
番
一
号

宇
野

正
晃

、
平
成
二
十
七
年
六
月
十
二
日

岩
国
市
産
業
振
興
部
商
工
振
興

事

村

岡

嗣

政

大
嶺
町
東
分
及
び
東
厚
保
町
山

中
の
各
一
部

届
出

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

宮
野
上
の
一
部

秋
穂
東
の
一
部

小
郡
下
郷
の
一
部

阿
東
生
雲
中
の
一
部

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

（
一
七
九
）
換
地
計
画
書
の
縦

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四

十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

適
当
で
あ
る
と
決
定
し
た
の
で

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

平
成
二
十
七
年
六
月
十
二

来
客
が
駐
車
場
を
利
用

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

駐
車
場
の
自
動
車
の
出

一
箇
所

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い

午
前
零
時
か
ら
午
後
十

八

届
出
年
月
日

平
成
二
十
七
年
五
月
十
八

荷
さ
ば
き
施
設
の
面
積

二
七
平
方
メ
ー
ト
ル

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設

九
立
方
メ
ー
ト
ル

七

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設

大
規
模
小
売
店
舗
に
お

氏

名

又

は

名

株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
薬
品

五

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店

一
、
三
二
一
平
方
メ
ー
ト

六

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設

駐
車
場
の
収
容
台
数

三
八
台

駐
輪
場
の
収
容
台
数

九
台

山
口

覧年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十

よ
り
、
周
南
市
夜
市
北
部
地
区
（

、
同
法
第
九
十
六
条
に
お
い
て
準

八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

日 す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

午
後
十
時
三
十
分
ま
で

入
口
の
数

て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き

二
時
ま
で

日 の
容
量

の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項

い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時

称

開午

舗
面
積
の
合
計

ルの
配
置
に
関
す
る
事
項

五

県
知
事

村

岡

嗣

政

六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

城
山
第
二
換
地
区
）
の
換
地
計
画

用
す
る
同
法
第
五
十
二
条
の
二
第

の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

る
時
間
帯

刻
及
び
閉
店
時
刻

店
時
刻

閉
店
時
刻

前
一
〇
時

午
後
一
〇
時

五を四



平成 年 月 日 金曜日 山 口

号
三

（定期）県 報

建
に
よ

一二

第 号

二三（
一

営
業
の
停
止
の
期
間

土
木
工
事
業
及
び
水
道
施
設
工

の１

国
、
地
方
公
共
団
体
、
法
人

定
す
る
公
共
法
人
又
は
建
設
業

条
に
規
定
す
る
法
人
が
発
注
者

２

そ
の
建
設
費
に
つ
い
て
国
又

行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

る
補
助
金
等
及
び
同
条
第
四
項

る
給
付
金
で
こ
れ
ら
に
類
す
る

商

号

又

は

名

称

塩
田

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

山
口

代

表

者

の

氏

名

塩
田

許

可

番

号

山
口

事
許

処
分
の
内
容

停
止
を
命
じ
た
営
業
の
範
囲

設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

り
、
建
設
業
の
営
業
の
停
止
を
命

平
成
二
十
七
年
六
月
十
二
日

処
分
を
し
た
年
月
日

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日

処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名

周
南
市
夜
市
北
部
地
区
（
城
山
第

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
七
年
六
月
十
五
日
か
ら

縦
覧
の
場
所

山
口
県
周
南
農
林
事
務
所

八
〇
）
建
設
業
の
営
業
の
停
止
命

事
業
の
営
業
で
次
に
掲
げ
る
要

税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三

法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年

で
あ
る
こ
と
。

は
地
方
公
共
団
体
が
補
助
金
等

（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九

に
規
定
す
る
間
接
補
助
金
等
並

も
の
を
い
う
。
）
を
交
付
し
て

建
設
有
限
会
社

市
嘉
川
五
四
二
九
番
地
の
一

幸
雄

県
知
事
許
可
（
般

二
六
）
第

可
（
特

二
六
）
第
一
三
四
三

百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。

じ
ま
し
た
。

山
口
県
知

称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

二
換
地
区
）
換
地
計
画
書
の
写

同
年
七
月
六
日
ま
で

令

件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も

十
四
号
）
第
二
条
第
五
号
に
規

建
設
省
令
第
十
四
号
）
第
十
八

（
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

び
に
地
方
公
共
団
体
が
交
付
す

い
る
こ
と
。

一
三
四
三
九
号
及
び
山
口
県
知

九
号

）
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定

事

村

岡

嗣

政

、
代
表
者
の
氏
名
及
び
許
可
番

し

る
補
助
金
等
及
び
同
条

る
給
付
金
で
こ
れ
ら
に

営
業
の
停
止
の
期
間

平
成
二
十
七
年
六
月
十

四

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事

前
代
表
取
締
役
が
、
刑
法

成
二
十
七
年
一
月
二
十
八
日

を
受
け
、
そ
の
刑
が
確
定
し

停
止
を
命
じ
た
営
業
の

土
木
工
事
業
及
び
水
道

の１

国
、
地
方
公
共
団
体

定
す
る
公
共
法
人
又
は

条
に
規
定
す
る
法
人
が

２

そ
の
建
設
費
に
つ
い

行
の
適
正
化
に
関
す
る

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十

二

処
分
を
受
け
た
者
の
商
号

号
商

号

又

は

名

称

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

代

表

者

の

氏

名

許

可

番

号

三

処
分
の
内
容

平
成
二
十
七
年
六
月
十

四

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事

従
業
員
が
、
刑
法
（
明
治

七
年
一
月
二
十
八
日
に
山
口

け
、
そ
の
刑
が
確
定
し
、
こ

一

処
分
を
し
た
年
月
日

第
四
項
に
規
定
す
る
間
接
補
助
金

類
す
る
も
の
を
い
う
。
）
を
交
付

五
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
六
月
十

実（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号

に
山
口
地
方
裁
判
所
か
ら
懲
役
一

、
こ
の
こ
と
が
法
第
二
十
八
条
第

範
囲

施
設
工
事
業
の
営
業
で
次
に
掲
げ

、
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律

建
設
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十

発
注
者
で
あ
る
こ
と
。

て
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
補
助

法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七

九
日

又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所

有
限
会
社
フ
ク
エ
建
設

山
口
市
黒
川
一
五
三
八
番
地
一

福
江

典
子

山
口
県
知
事
許
可
（
般

二
五

五
日
か
ら
同
年
八
月
十
三
日
ま
で

実四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
百

地
方
裁
判
所
か
ら
懲
役
一
年
六
月

の
こ
と
が
法
第
二
十
八
条
第
一
項

等
並
び
に
地
方
公
共
団
体
が
交
付

し
て
い
る
こ
と
。

四
日
ま
で

）
第
百
九
十
八
条
の
罪
に
よ
り
、

年
六
月
（
執
行
猶
予
三
年
）
の
判

一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
。

る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

第
三
十
四
号
）
第
二
条
第
五
号
に

四
年
建
設
省
令
第
十
四
号
）
第
十

金
等
（
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の

十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定

在
地
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
許
可

）
第
一
七
四
〇
一
号

九
十
八
条
の
罪
に
よ
り
、
平
成
二

（
執
行
猶
予
三
年
）
の
判
決
を

第
二
号
に
該
当
す
る
。

六

す平決 も規八執す 番 十受



平成

え
び

年 月 日 金曜日

七の
山

漁

山 口 県

四

（定期）報

三

第 号

一二
号

及
び
が
ざ
み
の
採
捕
の
禁
止
を
次

年
三
月
四
日
に
山
口
地
方
裁
判
所

刑
が
確
定
し
、
こ
の
こ
と
が
法
第

漁
業
調
整

口
県
瀬
戸
内
海
海
区
漁
業
調

業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二

２

そ
の
建
設
費
に
つ
い
て
国
又

行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

る
補
助
金
等
及
び
同
条
第
四
項

る
給
付
金
で
こ
れ
ら
に
類
す
る

営
業
の
停
止
の
期
間

平
成
二
十
七
年
六
月
十
五
日
か

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

従
業
員
が
、
刑
法
（
明
治
四
十
年

許

可

番

号

山
口

処
分
の
内
容

停
止
を
命
じ
た
営
業
の
範
囲

土
木
工
事
業
及
び
水
道
施
設
工

の１

国
、
地
方
公
共
団
体
、
法
人

定
す
る
公
共
法
人
又
は
建
設
業

条
に
規
定
す
る
法
人
が
発
注
者

処
分
を
し
た
年
月
日

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日

処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名

商

号

又

は

名

称

工
和

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

山
口

代

表

者

の

氏

名

松
本

の
と
お
り
指
示
す
る
。

か
ら
懲
役
一
年
六
月
（
執
行
猶

二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
該

委
員
会

整
委
員
会
告
示
第
一
号

百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第

は
地
方
公
共
団
体
が
補
助
金
等

（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九

に
規
定
す
る
間
接
補
助
金
等
並

も
の
を
い
う
。
）
を
交
付
し
て

ら
同
年
八
月
十
三
日
ま
で

法
律
第
四
十
五
号
）
第
百
九
十

県
知
事
許
可
（
般

二
三
）
第

事
業
の
営
業
で
次
に
掲
げ
る
要

税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三

法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年

で
あ
る
こ
と
。

称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

建
設
株
式
会
社

市
小
郡
下
郷
二
二
六
二
番
地
一

節
夫

予
三
年
）
の
判
決
を
受
け
、
そ

当
す
る
。

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
く
る
ま

（
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

び
に
地
方
公
共
団
体
が
交
付
す

い
る
こ
と
。

八
条
の
罪
に
よ
り
、
平
成
二
十

一
九
八
三
二
号

件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も

十
四
号
）
第
二
条
第
五
号
に
規

建
設
省
令
第
十
四
号
）
第
十
八

、
代
表
者
の
氏
名
及
び
許
可
番

〇

ロ

と

と

次
の

、
イ
、

の
各

点
の
位
置

基
点

宇
部
市
大

メ
ー
ト
ル
の大

に
下
流
へ
四大大

点
イ

と

と

ト
ル
の
点
に

次
の

と

と
を
結
ん

点
の
位
置

基
点

宇
部
市
亀大

次
の

、
イ
、
ロ
、

た
区
域

点
の
位
置

基
点

宇
部
市
大

点
イ

と

と

次
の

と

と
を
結
ん

点
の
位
置

基
点

宇
部
市
大

平
成
二
十
七
年
六
月
十
二

一

禁
止
す
る
区
域

次
の

、
イ
、

の
各

域

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
一
五
〇
メ

点
を
順
次
結
ん
だ
線
、

と

と

字
妻
崎
開
作
竹
の
子
島
防
波
堤
基

点
に
設
置
し
た
標
識

字
藤
曲
宇
部
ア
ン
モ
ニ
ア
工
業
有

五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点
に
設
置
し
た

字
妻
崎
開
作
小
野
田
線
厚
東
川
橋

字
藤
曲
小
野
田
線
厚
東
川
橋
り
ょ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ

設
置
し
た
標
識

吉
田
崎
南
端

だ
線
及
び
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に

浦
四
丁
目
亀
浦
東
防
波
堤
突
端

字
西
岐
波
黒
崎
東
端

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
最

字
東
岐
波
丸
尾
三
神
社
御
旅
所
基

黒
崎
東
端

植
松
川
河
口
右
岸
防
波

月
崎
南
東
端

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

だ
線
及
び
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に

字
西
岐
波
床
波
漁
港
東
防
波
堤
基

日

山
口
県
瀬
戸
内
海

点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
最
大
高

七

ー
ト
ル
の
点

を
結
ん
だ
線
、

と

と
を
結
ん

部
か
ら
突
端
に
向
か
っ
て
一
七

限
会
社
護
岸
南
西
端
か
ら
護
岸
沿

標
識

り
ょ
う
右
岸
下
流
側
基
部

う
左
岸
下
流
側
基
部

ー
ト
ル
の
点

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

大
高
潮
時
海
岸
線
に
よ
っ
て
囲
ま

石堤
突
端

だ
線
と
の
交
点

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

部
か
ら
突
端
に
向
か
っ
て
六
〇
メ

海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

浜

本

朝

秋

潮
時
海
岸
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た

だ 五い れ ー 区

漁
業
調
整
委
員
会



平
成
二

平
成
二

平成 年 月 日 金曜日 山 口

二

（定期）県 報 第 号

十
七
年
六
月
十
二
日
印
刷

十
七
年
六
月
十
二
日
発
行

ロ

と

と
を
結
ん

指
示
の
有
効
期
間

平
成
二
十
七
年
七
月
一
日
か
ら
平

点
イ

か
ら
二
一
〇
度

次
の

、
イ
、
ロ
、

の
各
点

た
区
域

点
の
位
置

基
点

山
陽
小
野
田
市
大

メ
ー
ト
ル
の
点
に
設大

点
イ

か
ら
一
九
二
度

線
及
び
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
よ

点
の
位
置

基
点

山
陽
小
野
田
市
大大大大大大

発
行
所

山

口

県

発
行
人

山
口
県
知

だ
線
上

か
ら
一
、
九
〇
〇
メ

成
三
十
年
六
月
三
十
日
ま
で

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
最
大
高

字
埴
生
埴
生
干
拓
護
岸
南
東
端

置
し
た
標
柱

字
津
布
田
串
埋
立
地
南
端

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

字
郡
宮
崎
南
東
端

字
小
野
田
末
廣
西
護
岸
西
端

字
郡
厚
狭
川
橋
右
岸
上
流
側
基

字
西
高
泊
厚
狭
川
橋
左
岸
上
流

字
東
高
泊
小
野
田
橋
右
岸
下
流

字
小
野
田
小
野
田
橋
左
岸
下
流

庁事
ー
ト
ル
の
点

潮
時
海
岸
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

か
ら
護
岸
沿
い
に
西
へ
三
五
〇

部側
基
部

側
基
部

側
基
部

八


